
大黒屋光太夫 
大黒屋 光太夫（だいこくや こうだゆう、宝暦元年（1751年） - 

文政 11 年 4月 15日（1828 年 5月 28日））は、江戸時代後期の

伊勢国奄芸郡白子（現三重県鈴鹿市）の港を拠点とした回船（運

輸船）の船頭。  

天明 2 年（1782年）、嵐のため江戸へ向かう回船が漂流し、アリ

ューシャン列島（当時はロシア領アラスカの一部）のアムチトカ

島に漂着。ロシア帝国の帝都サンクトペテルブルクで女帝エカチ

ェリーナ 2世に謁見して帰国を願い出、漂流から約 9年半後の寛

政 4年（1792年）に根室港入りして帰国した。  

幕府の老中・松平定信は光太夫を利用してロシアとの交渉を目論

んだが失脚する。その後は江戸で屋敷を与えられ、数少ない異国

見聞者として桂川甫周や大槻玄沢ら蘭学者と交流し、蘭学発展に

寄与した。甫周による聞き取り『北槎聞略』が資料として残さ

れ、波乱に満ちたその人生史は小説や映画などでたびたび取りあ

げられている。  

生涯 

出生から船頭時代 

伊勢亀山藩領南若松村（三重県鈴鹿市南若松）の亀屋四郎治家に生まれる。四郎治家は船宿を営み、光太夫

（幼名は兵蔵）は次男で兄の次兵衛がいる。母は伊勢藤堂藩領玉垣村（鈴鹿市玉垣）で酒造業・木綿商などを

営む清五郎家の娘妙伯（法名）。  

父の四郎治は兵蔵の幼少期に死去し、四郎治家は姉の国に婿養子を迎え家督を相続させる。兄の次兵衛は江戸

本船町の米問屋白子屋清右衛門（一味諫右衛門）家に奉公し、兵助も長じると母方の清五郎家の江戸出店で奉

公する。  

1778 年（安永 7年）に兵蔵は亀屋分家の四郎兵衛家当主の死去に際して養子に迎えられ、伊勢へ戻ると亀屋四

郎兵衛と改める。伊勢では次姉いのの嫁ぎ先である白子の廻船問屋一味諫右衛門の沖船頭小平次（沖船頭大黒

屋彦太夫）から廻船賄職として雇われ、船頭となる。1780年（安永 9年）には沖船頭に取り立てられ、名を大

黒屋光太夫に改める。  

漂流とロシアへの渡航 

1783 年 1月（天明 2年 12 月）、光太夫は船員 15名と紀州藩から立会いとして派遣された農民 1名とともに神

昌丸で紀州藩の囲米を積み、伊勢国白子の浦から江戸へ向かい出航するが、駿河沖付近で暴風にあい漂流す

る。7 か月あまりの漂流ののち、一行は日付変更線を超えてアリューシャン列島の 1つであるアムチトカ島へ

漂着。先住民のアレウト人や、毛皮収穫のために滞在していたロシア人に遭遇した。彼らとともに暮らす中で

光太夫らはロシア語を習得。4年後（1787年）、ありあわせの材料で造った船によりロシア人らとともに島を

脱出する。もともとはロシア人に保護されるような立場だったが、そのロシア人たちを帰還させるための船が

到着目前で難破し、漂流民が逆に増えた。そのため、光太夫らが逆に指導的立場に立って、難破した船の材料

などを活用し、脱出用の船を作った。  
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その後カムチャツカ、オホーツク、ヤクーツクを経由して 1789 年（寛政元年）イルクーツクに至る。道中、カ

ムチャツカでジャン＝バティスト・バルテルミー・ド・レセップス (Barthélemy de Lesseps) （フランス人探

検家。スエズ運河を開削したフェルディナン・ド・レセップスの叔父）に会い、後にレセップスが著した旅行

記には光太夫についての記述がある。イルクーツクでは日本に興味を抱いていた博物学者キリル・ラクスマン

と出会う。1791年（寛政 3年）、キリルに随行する形でサンクトペテルブルクに向かい、キリルらの尽力によ

り、ツァールスコエ・セローにてエカチェリーナ 2世に

謁見し、帰国を許される。このさい、ロシア政府は日本

との通商を目的として、光太夫たちを届ける予定でいた

ため、商人であった光太夫から日本の商業についての情

報が聴取されている。 

日本への帰国と日露交渉 

日本に対して漂流民を返還する目的で遣日使節アダム・

ラクスマン（キリルの次男）に伴われ、漂流から約 10年

を経て磯吉、小市と 3人で根室へ上陸、帰国を果たした

が、小市はこの地で死亡、残る 2 人が江戸へ送られた。  

光太夫を含め神昌丸で出航した 17 名のうち、1名はアムチトカ島漂着前に船内で死亡、11 名はアムチトカ島や

ロシア国内で死亡、新蔵と庄蔵の 2名が正教に改宗したためイルクーツクに残留、帰国できたのは光太夫、磯

吉、小市の 3 名だけであった。  

帰国後は、11代将軍徳川家斉の前で聞き取りを受け、その記録は桂川甫周が『漂民御覧之記』としてまとめ、

多くの写本がのこされた。また甫周は、光太夫の口述と『ゼオガラヒ』という地理学書をもとにして『北槎聞

略』を編纂した。海外情勢を知る光太夫の豊富な見聞は、蘭学発展に寄与することになった。  

光太夫は、ロシアの進出に伴い北方情勢が緊迫していることを話し、この頃から幕府も樺太や千島列島に関し

て防衛意識を強めていくようになった。  

その後、光太夫と磯吉は江戸・小石川の薬草園に居宅をもらって生涯を暮らした。ここで光太夫は新たに妻も

迎えている。故郷から光太夫ら一行の親族も訪ねて来ており、昭和 61年（1986年）に発見された古文書によ

って故郷の伊勢へも一度帰国を許されていることも確認されている。寛政 7年（1795年）には大槻玄沢が実施

したオランダ正月を祝う会に招待されており、桂川甫周を始めとして多くの知識人たちとも交際を持ってい

た。  

光太夫の生涯を描いた小説『おろしや国酔夢譚』（井上靖、1968 年）では帰国後の光太夫と磯吉は自宅に軟禁

され、不自由な生活を送っていたように描かれているが、実際には以上のように比較的自由な生活を送ってお

り、決して罪人のように扱われていたわけではなかったようである。それら資料の発見以降に発表された小説

『大黒屋光太夫』（吉村昭、2003 年）では事実を反映した結末となっている。  

なお、三重県鈴鹿市若松東には光太夫の行方不明から 2年後に死亡したものと思い込んだ荷主が建立した砂岩

の供養碑があり、1986年に鈴鹿市の文化財に指定されている。 
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